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システム・デザインと新産業の創造
－台湾調査から感じたこと－
長岡大学産業経営学部講師　　伊 吹 勇 亮
１．はじめに
2006年は、私の研究人生の中でも記憶される年となるように思う。というのも、研究生活で初めて、海外での調
査を行ったからである。２月には上海と台湾に、８月には台湾に２度赴き、それぞれ調査を行った。確かに、大学
院時代、研究室の仲間とともにアメリカ・シリコンバレーに１週間ほど滞在したことはあったが、今から考えると
あれは調査と呼べるものではなく、遊びと称する方がよいものであったかのように考える。現に、あのときに調査
と称して行った２件のインタビューを基にしての論文は、未だ執筆されていないし、これからも執筆される気配は
ない。
２月の上海での調査は、シリコンバレーの時と同じとまでは言えないが、まだ論文になるようなテーマとはなっ
ておらず、日の目を見るのは５年後くらいではないかという感じがする。また、８月の調査のうちの下旬に行った
ものは、ある科研費プロジェクトの一環であり、これも成果が出るのは来年度以降になりそうである。それに対し、
２月と８月の上旬に行った台湾調査は、九州国際大学の陳韻如助教授をリーダーとする研究チーム（正式名称はサ
イエンス・パーク・クラスター・ケイパビリティー研究会：以下、陳グループ）で実施したものだが、その結果が
既に学会報告の形で公表されているし、論文の形で世に出ることも決まっている。
本論では、陳グループの台湾調査で得た知見を簡単に紹介するとともに、新潟における新産業創造にも思いを馳
せてみたい。これは、数度の海外調査へ快く送り出していただいた大学への報告であり、また、その調査成果の地
域への還元の一端でもある。
２．「システム・デザイン」という考え方
陳グループでの研究の基本的な問題意識は、なぜ台湾は1980年代以降急速に経済発展することができたのか、と
いうものである。特に、半導体産業や液晶産業といった分野において、それまで特段の技術蓄積があったわけでも
ないにもかかわらず、すなわち、資源ベース理論（Resource-based View）が競争優位の源泉とするところの資源が
存在していたわけではないにもかかわらず、なぜ台湾企業は急速に競争力を構築することができたのか、この点が
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大きな疑問であった。
陳グループの台湾調査で得た知見は、とりあえずのところ、陳他（2006）という形で論文化されることが決まっ
ている。とりあえずのところ、というのは、この陳他（2006）が陳グループの研究のベースとなる論文であり、今
後はこれを基にして、プロジェクトベースで様々な研究を行うことを予定しているからである。陳グループには経
営戦略論の専門家だけではなく、R&Dマネジメントの専門家やネットワーク分析の専門家も参加しており、様々な
角度からこの問題について取り組むつもりである。私個人の次なる計画としては、台湾企業の発展を支えた人材の
供給が、どのような形で行われたかについて調べることを考えている。研究生活に入ってこのかた人材関係のネタ
など扱ったことはないが、師匠が労務管理に関する学界の重鎮であることが、無意識のうちに影響しているのかも
しれない。
閑話休題。陳グループの台湾調査で得た知見である。詳細は前掲の論文に譲るとして、ここでは陳グループが見
出した新しい考え方について触れてみたい。それは「システム・デザイン」という考え方である。システム･デザイ
ンとは、学研都市を１つのR&Dシステムとして捉え、それを最適なR&Dプロセスとして意図をもってデザインする
ことを意味している。一般的に、特に産業集積と関係して、ある地域の経済をどのように発展させるかという議論
は経済政策論や産業政策論という学問分野に含まれるものであると考えるが（本学であれば原田先生の専門分野で
ある）、我々はベースに経済学ではなく経営戦略論の発想をおき、地域をあたかも一つの企業体や事業体であるかの
ようにみなし、そのR&Dプロセスの最適デザインを考えている。経営学の分野では、この発想はやや前衛的・実験
的であり、その意味でまだまだ発展の余地のある考え方である。
台湾の経済発展は、半導体産業の発展とともにあったといっても過言ではない。台湾半導体産業の中心地は新竹
サイエンス・パーク（Hsinchu Science-based Industrial Park：以下、HSIP）と呼ばれる学研都市である。この地
域には元々国立清華大学や国立交通大学といった名門大学があり、研究所ベースでの半導体の開発はわりと早い時
期にできていたものの、新産業創造という意味においては、台湾そのものが全く技術蓄積のない地域であった。台
湾政府は1973年、新竹に工業技術研究院（ Industrial Technology Research Institute：以下、ITRI）を設立し、こ
こが主導する形で半導体の産業化に向けたプロジェクトが始動する。技術者のアメリカRCA社への派遣等を通じ技
術を習得し、半導体の工業生産技術を完成させ、1980年にはプロジェクトチームが ITRIからスピンオフする形で
UMC社（United Microelectronics Corporation）がHSIPに設立された。周知の通り、UMC社は現在でも世界の半
導体ファウンドリー産業第２位の企業であり、同産業第１位のTSMC社（Taiwan Semiconductor Manufacturing
Company）もまた、1987年に ITRIからスピンオフして、HSIPに設立された企業である。UMC社やTSMC社の現
在の隆盛は、この時期の ITRIの新産業創造計画、すなわち、ITRIによるHSIPのシステム・デザインに大いに依っ
ているのである。
ある産業が一つの地域に集まっていることを一般に産業集積（産業クラスター）という。産業集積でもっとも有
名な例が、私が大学院時代に訪れたシリコンバレーである。シリコンバレーがなぜ成功したのかについては多くの
研究があるが、代表的なものは Saxenian（1994）のものであろう。彼女はシリコンバレーに成功をもたらした要因
として、競争と協調の共存、オープンで非公式な技術交流、および頻繁な人材流動などを挙げている。しかし、彼
女の研究によれば、シリコンバレーは経路依存的に発展した、いわば意図せざる産業集積であった。すなわち、な
ぜシリコンバレーが成功したのか、その要因についてまでは明らかになっているものの、誰がどのような意図でシ
リコンバレーにそのような特徴を付与させたのかについては、さほど明らかになっていないのである。
日本でも多くの産業集積が意図的に作られようとしているが、その多くが成功しているとは言い難い。それは、
シリコンバレーが意図せざる結果として作り上げてきた様々なシカケを意図的に作り上げる方法が明らかになって
いないからである。実は、その意味で、HSIPの事例は非常に興味深い。それは、先述の通り、台湾半導体産業の発
展には、 ITRIという主体が明確な意図をもってシステム・デザインを行うことで、新産業の創造を可能としたから
である。
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３．新潟における新産業創造
ひるがえって、新潟における新産業創造について見てみたい。実は、台湾調査中、ずっと心の中にあったのは、
新潟における新産業創造のあり方であった。台湾は、システム・デザインを行うことで、半導体産業や液晶産業と
いった産業に属する企業群を、世界でも有数の競争力を持つ存在へと昇華させた。新潟でも新産業創造を目指して
活動している団体がある。本学も様々な事業において協働している、財団法人にいがた産業創造機構（Niigata
Industrial Creation Organization：以下、NICO）である。果たしてNICOの活動の根本には、新産業創造のため
のシステム・デザインが存在しているのだろうか、それが台湾調査を経験した私の心の中に芽生えた疑問である。
NICOのホームページ（http://www.nico.or.jp/index.html）によると、2006年10月末現在、NICOが行っている事業
の内容は次の通りである。
・中小企業者の経営にかかる相談、助言等の総合的支援に関する事業
・経営革新及び創業の支援に関する事業
・商品開発及び販路開拓の支援に関する事業
・産業分野における人材の育成に関する事業
・中小企業の国際展開の支援に関する事業
・産学官連携による技術開発及び産業振興に関する事業
・新産業創出のための科学技術の振興に関する事業
・中小企業者の事業の用に供する設備等の譲渡及び貸付並びに資金貸付に関する事業
・下請取引の紹介あっせん及び取引に関する苦情又は紛争処理に関する事業
・中小企業の振興に関する調査研究、情報の収集、提供及びIT高度人材育成等情報化支援に関する事業
・中心市街地商業の活性化に関する事業
・新産業創出のための投資及び債務保証に関する事業
・繊維産地活性化推進に関する事業
・中小企業に関する地方公共団体、中小企業総合事業団等からの受託事業
・前各号に定めるもののほか、機構の目的を達成するために必要な事業
上記の事業内容を見てわかることは、 NICOは新産業創造のため「だけ」の機関ではないということである。特
に、新産業創造を目指すことを最終の目標にしながらも、現実には中小企業の経営革新と創業支援をメインで行っ
ていることがわかる。台湾の事例と比較して考えた際に、ここからどのようなことが言えるだろうか。
台湾におけるシステム・デザインが成功した要因を考えるとき、どうも、それ以前に何もなかったことが大いに
効いているということが感じられる。半導体に関する技術の蓄積が台湾に全く存在していなかったため、かえって
システム・デザインを考える際に制約が少なく、合理的なデザインを行うことができたのではなかろうか。 NICO
方式は、中小企業の経営革新と創業支援を行うことで、ひいては新産業が創造できれば、という発想だが、台湾の
場合と比較して考えるに、現在既に存在している中小企業の業種に大いに制約を受けるのではなかろうか。新産業
の創造には資源の集中投下が必要なことは言うまでもないが、その際に前提として現在の産業を発展させることが
あるとするならば、その方向性は限られたものになってしまうだろう。
このことは、 NICOの活動の価値を下げるものでは決してない。中小企業に対する支援は地域経済の発展にとっ
て大変重要である。資源の限られた中小企業では技術開発や販路拡大といった経営革新に多額の投資をすることが
できない。その際に NICOのような存在があることは、中小企業にとっては非常にありがたいことであろうし、ひ
いては地域経済の発展に必ず資するものとなろう。また、創業支援もまた重要なことであり、常に新しい血が地域
の産業界にもたらされない限り、長い目で見た際のその地域の発展はありえない。その意味で、この活動もまた価
値の高いものである。
しかし、これらの活動は、基本的には企業単位での支援を目指している点が、台湾の場合とは違うように思える。
ITRIのケースでは、最終的には企業のスピンオフを行っているものの、当初から考えていたのは新「産業」の創造
である。つまり、その際には、現存する企業には一切制約されず、新たにどのような産業を育成することでその地
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域の発展を促すかということが目指され、それに対して最適な R&Dシステムの構築が行われたのであった。NICO
方式では、その制約条件のきつさ故に、台湾と同様の発展経路を取ることは難しいのではなかろうか。
企業とは、営利の目的で継続的・計画的に同種の経済行為を行う組織体のことである。それに対して、産業とは、
業態の似かよった各活動分野の単位のことである。企業が複数あるだけでは産業にはならない。しかも、ある地域
を産業集積として発展させるためには、同じ産業に属する企業が多数集まっている必要がある。よって、やはり、
中小企業の経営革新を進めることと、創業を支援することと、産業を形成することとは、異なる行為ではなかろう
か。もし新産業の創造を行うなら、それもシステム・デザインの発想に基づいた集積形成を介しての産業創造を行
うには、全く異なる発想の元で、技術の選定（ドメインの設定）や競争環境の創出が必要となってくるだろう。
４．おわりに
本論では、今年に実施した海外調査での研究成果から、「システム・デザイン」という考え方について簡単に紹介
し、その上で新潟県における新産業の現状について思いを馳せてきた。台湾で調査した実感として、新産業創造と
いうのは、ある程度計画的に行わないとできないのではないか、特に、何もないところから作り上げる覚悟がなけ
ればできないのではないか、そのように感じている。
なお、システム・デザインという考え方は、他の分野にもその発想を応用することができるのではないかと考え
ている。「木を見て森を見ず」「森を見て木を見ず」というたとえがあり、この２つが並存していないと物事は上手
くまわらないとされているが、システム・デザインという考え方は、「木を見て森を見ず」という考え方を是正する
ための一つの方策であるように思われる。たとえば長岡の駅前商店街の活性化。商店街の活性化は叫ばれてはいる
ものの、どういう商店街として活性化するのかについて（若者向け、高齢者向け、観光客向け、等）、統一的なビジ
ョンは見出しにくい。たとえば長岡の観光振興。どの年代の、どの地域に住んでいる方を対象にして、どのような
パッケージを提供するのかが表に出ないため、どうしても総花的な対策だけが議論されてしまいがちになり、結果
としてせっかく個々としては数多くの名所があるにもかかわらず、観光客が満足せずに家路に帰ってしまうという
現状がある。
では、これらの点について、どのような具体策が考えられるか、このことは今後の研究課題である。長岡をはじ
めとしたこの地域が経済的にも文化的にも豊かになっていくための一助として、他分野での知見も積極的に取り入
れながら、考察していきたい。
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